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氏 名 渡 部 富 博 
（論文審査結果の要旨） 
 
本論文は、実務的に得られる限られた断片的なデータに基づいてコンテナ貨物の経路
選択行動を表現する貨物流動モデルを提案するとともに、港湾政策評価に活用できる実
用的な貨物流動パターンを予測のための方法論を提案したものであり、以下のような知
見を得ている。 
 
第１に、わが国の国際港湾政策の企画立案における政策評価課題についてとりまと
め、そのために必要となる貨物流動モデルの機能と役割について考察している。さらに、
国際コンテナ貨物流動の実態を把握するために利用可能なデータの種類を包括的に整
理するとともに、それぞれのデータベースの内容や精度、取り扱いにあたっての留意事
項について体系化している。 
 
第２に、わが国を発着する国際コンテナ貨物を対象として、一般化費用を用いたコン
テナ船の経路選択行動を予測する犠牲量モデルを定式化している。さらに、全国輸出入
コンテナ貨物流動調査結果に基づいて犠牲量モデルを推計し、中枢・中核国際港湾政策
や国際コンテナ戦略港湾政策が国際貨物流動に及ぼす影響を分析している。 
 
第３に、従来からデータ補足が困難であったトランシップ貨物パターンを民間の
PIERS データを活用して把握できることを指摘し、ロジットモデルを用いた貨物流動モ
デルを推計している。特に、アジアと北米のトランシップ貨物の経路選択パターンをモ
デル化するとともに、港湾でのローカルな貨物需要と海外からのトランシップされた貨
物の合計である拡大ターミナル需要がコンテナ船の寄港頻度に及ぼす影響を分析して
いる。さらに、港湾整備が船社の行動や港湾ハブ化に及ぼす影響を分析している。 
 
第４に、近隣アジア諸国との輸送を対象として国際フェリー、RORO 船、コンテナ船の
船種別の選択状況を表現できる犠牲量モデルを提案している。さらに、全国輸出入コン
テナ貨物流動調査データを用いて、大阪湾や北部九州と中国中部地域とのコンテナ貨物
を対象とした実証分析を行い、提案したモデルの有効性について分析している。 
 
以上のように、本論文は、国際コンテナ貨物を対象に、実用的流動予測モデルを提案
するとともに、提案した貨物流動予測モデルを用いてコンテナ港湾政策の評価を試みた
ものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３０年１１月２６日、論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
